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はじめに 

 

●ナノカーボンは、「高導電性」「高熱伝導性」「高強度」等、他素材にはない優れた特

性を持っている。しかし「低コストで安定した量産方法の確立」「分散性」等の点か

ら本格的な市場の立ち上がりに時間を要していたが、複層ＣＮＴを中心としてコスト

ダウンの進展もあり、ここ数年「ＬＩＢ(導電助剤：正極,負極)」「フィラー(ゴム,

樹脂,塗料)」といった用途で急速に需要拡大しつつある。 

 又、今後グラフェンは、コストも徐々に低下してきていることもあり「ＬＩＢ(導電

助剤：負極)」等の需要拡大も期待されている。 

  ナノカーボン自体の市場規模(Ｗ/Ｗ)は、「1811ｔ,325億円/2017年」であったものが、

2027年(10年後)には「約 10万ｔ,2900億円/年」と、数量ベースで 55倍、金額ベー

スで約 9倍に拡大すると予測した。 

  

●ナノカーボンの潜在的な可能性は様々あるが、用途開拓は不可欠であり、現在も多角

的なアプローチが行われている。 

 ナノカーボンはそれ自体の用途開発のみならず、ナノカーボンの応用製品の用途開拓

が今後活発化していくと考えられる。 

又、ナノカーボンの分散、塗布等の方法において差別化を図ることができることから、

ユーザとのコラボレーションも増加することが予想される。 

 

●当調査研究資料では、以下の内容につきまして、ヒアリング調査をベースとして明ら

かに致しました。 

「A.技術・研究開発動向調査編」「B.市場動向調査編」「C.ナノカーボン用途動向調査

編」「D.特許動向調査編」に分かれています。 

⇒研究開発動向調査編では、「ナノカーボンの形態・機能特性・製造方法」 

⇒大学/公的研究機関・民間企業の開発動向(106大学・研究機関:Ｗ/Ｗ)」 

⇒市場動向調査編では「参入企業一覧(104社: Ｗ/Ｗ)・関連団体/研究会/プロジェク

ト動向・生産能力/市場規模(Ｗ/Ｗ)・ナノカーボンメーカ各社の動向(33社)」 

⇒ナノカーボン用途動向調査編では、「ナノカーボン実用化/応用商品化動向」「実用

化・有望用途個別調査(42品目)」 

⇒特許動向調査編では、「2013～2017年の各社別特許一覧」 

  

 ●当調査研究資料が、ナノカーボン開発に係わる、「ナノカーボンメーカ」「ナノカーボ

ン応用製品メーカ」「関連装置メーカ」「大学・研究機関」などの方々に有益なる情報

としてお役に立てれば幸いです。 

 

 ●当該調査は、関連企業・大学/研究機関へのヒアリング調査をベースに実施したもの

です。 

今後とも、ナノカーボン関連の技術・研究開発動向、市場動向の実態の調査研究を続

けていく所存であります。 

 

 

最後に、当資料作成にあたって快く取材に応じて下さった、各企業・研究機関・諸団体の皆

様に末筆ながらお礼申し上げます。 

                          

株式会社グリーンビジネス研究所 
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【総論】 

 

                                     （単位：ｔ，億円/年） 

       種類 

摘要 

ＣＮＴ グラフェン フラーレン 合計 

単層 複層･ＣＮＨ （計） 

生産能力（2017年） 31 5034 （ 5065） 3000 61 8126 

 内、日本 10 201 （  211） 45 10 266 

 

 

 

市

場

規

模 

2017年 数量 11 1800 （ 1811） 60 33 1904 

金額 90 325 （  203） 20 55 278 

 内、日本 数量 3 200 （  203） △（微量） 3 206 

金額 46 50 （   96） △（微量） 5 101 
2022年予測 

(5年先) 
数量 50 32000 （32050）  

金額 250 1600 （ 1850） 

 内、日本 数量 25 3200 （ 3225） 

金額 130 160 （  290） 
2027年予測 

(10年先) 
数量 200 100000 （100200） 

金額 400 2500 （ 2900） 

 内、日本 数量 100 10000 （10100） 

金額 200 250 （  450） 

 

  ・現状、ナノカーボン市場は複層ＣＮＴを中心に市場は形成されている。 

   主要用途は「ＬＩＢ(導電助剤：正極，負極)」である。 

   ＬＩＢは、今後電気自動車を中心とした各種用途において爆発的な需要の伸びが期待できることか

ら、ナノカーボン需要もこれに合わせて需要は急拡大することが予想される。 

   ＬＩＢ用途は、性能とコストが同時に求められることから、複層ＣＮＴの他に、グラフェン、ＣＮ

Ｈ(カーボンナノホーン)の採用が進展する可能性もある。 

   又、2016～2017年から、「フィラー(ゴム，樹脂，塗料への添加)」の需要が立ち上がりつつあり、

潜在需要量から見ても有望な用途である。 

    
   ・単層ＣＮＴは、コストが高いことから、少量でＣＮＴの機能が発現できる用途の開拓が不可欠である。 
 
   ・グラフェン市場は現状本格的に立ち上がっていないが、「ＬＩＢ(導電助剤：負極主体)」用途などで、コスト

ダウンの進展が進展していけば、複合ＣＮＴとの競合の中で需要が拡大していく可能性がある。 
 
   ・フラーレン市場は、コストダウンが進んでおらず市場が停滞傾向にある。 
    今後有効な量産方法が確立されないと新たな用途開拓は難しいと思われる。 
    
 

＜ナノカーボンの今後の有望用途(ナノカーボンメーカへのヒアリングにより集計したもの)＞ 
 
多層ＣＮＴ・ＣＮＨ 単層ＣＮＴ グラフェン フラーレン 

・リチウム2次電池(導電助剤) 
・電気二重層キャパシタ 
・センサ(歪みセンサ 等) 
・透明導電膜(透明電極) 
・燃料電池(電極)(白金代替) 
・樹脂・ゴム・炭素繊維のフ
ィラー(複合材料) 

・配線(糸) 
・放熱シート・放熱材料 
・DDS(ドラッグデリバリーシ
ステム) 

・電気二重層キャパシタ 
・センサ(歪みセンサ 等) 
・透明導電膜(透明電極) 
・TFT トランジスタ，トラン
ジスタ材料 

・樹脂・ゴム・炭素繊維のフ
ィラー(複合材料) 

・リチウム2次電池(導電助剤) 
・センサ(歪みセンサ 等) 
・透明導電膜(透明電極) 
・TFTトランジスタ，トラン
ジスタ材料 

・導電性インク 
・樹脂・ゴム・炭素繊維のフ
ィラー(複合材料) 

・放熱シート・放熱材料 
・潤滑剤 

・TFT トランジスタ，トラン
ジスタ材料 

・潤滑剤 
・ビタミンC誘導体・化粧品 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ①ＣＮＴ 
    

[合成法] 
 

方法 概要 
ＣＶＤ法（化学気相成長
法） 

・触媒金属のナノ粒子とメタンやアセチレン等の炭化水素を 500～1000℃で熱分解してＣ
ＮＴを得る。 

 触媒金属の種類及び配置の仕方、炭素化合物の種類等の種々 のバリエーションがあり、
条件の変更により、ＭＷＣＮＴとＳＷＣＮＴのいずれも合成できる。 

 又、触媒を基板上に配置することにより、基板に垂直に配向したＣＮＴが得られる。 
⇒この方法は、原料をガスとして供給できるため、大規模生産に最も無一縷手法と言わ
れるが、合成されたＣＮＴは一般に欠陥が多いとされている。 

 
・通常のアルコールＣＶＤ法やＳＧ-ＣＶＤ法は基板を用いる。 
 
・炭素源の分解：プラズマ、ホットフィラメントで促進させる方法（プラズマＣＶＤ，ホ
ットフィラメントＣＶＤ）≒熱分解プラズマ法 

 スーパーグロース法 
(SG法)（産総研 畠） 

・ＣＶＤ法の一種で、通常の気相合成雰囲気中に、極微量の水分を添加する事により、触
媒の活性及び寿命が大幅に改善され、高効率、高純度な単層ＣＮＴを得ることができる。 

 ※）・スーパーグロースＣＶＤ法を用いて、2層ＣＶＴをディスプレイ用の電極基盤上に、
直接成長させることにより、均一な電子放出特性を示す。これにより、ＦＥＤの
一種であるＣＮＴディスプレイへの応用が期待される。 

 ・ナノチューブ繊維をスーパーグロースＣＶＤ法を用いてブラシ状に構造化する事
で、反射率0.45％という、しぐれ多灰色体(黒い物質)を作り出すことができる。
この物質は、ＣＮＴ黒体と呼ばれている。 

 ・産総研で、全長12ｍと大型の実証プラントが稼働。 
  ⇒日本ゼオンが、2～3ｔ/年規模のプラントを2015年に稼働開始 

ＣｏＭｏＣＡＴ法 ・ＣＶＤ法の一種で、流動床反応炉を用いたＣＯ不均化反応によってＳＷＮＴを作製する。 
 
・直径分布の非常に狭い単層ＣＮＴを得ることができる。 
 
・触媒に、CoとMoを用いる。その比率によって、カイリティを制御して合成することが
可能でスケールアップも可能。 

ＨｉＰＣＯ法 
(高圧CO不均法) 

・ＣＶＤ法の一種で触媒にペンタカルボニル鉄を用い、ＣＯを高圧で熱分解することによ
り高純度で比較的小さな直径のＳＷＣＮＴを得る。 

 
・触媒、炭素原料とも毒性が強いという課題がある。又、非常に薄い濃度で、触媒を導入
するため、ワンパスの収量が多いと言えず、生産性が課題。 

 ※）純度は95～70％ 
アルコールＣＶＤ法 ・ＣＶＤ法の一種で触媒に、炭素源にエタノールを使う。 

 エタノール以外のアルコール類やエーテル類でも容易にＳＷＣＮＴが生成できる。 
 
・当該方法は、合成可能温度範囲が広い(500～900℃)。低圧でも合成が可能。 

ＣＣＶＤ 法 
(触媒化学気相成長
法) 

・セラミック粒子状に金属を担持して炭化水素と接触させる方法（米：ハイペリオン社）。 
 
[ゼオライト利用ＣＣＶＤ法] 
・ゼオライトを支持体に使った触媒を用いて、ＳＷＣＮＴ、ＭＷＣＮＴの合成を行う。 
 
・鉄/コバルトを多孔性珪酸塩の一種であるY型ゼオライト上に配慮した触媒粉末にアセチ
レンとアルゴンの混合ガスを、600～900℃で接触させうと不純物の少ないＣＮＴが得ら
れる(名古屋大学 篠原)。 

 ⇒ゼオライトの表面の細孔を鋳型に使って金属粒子径をコントロールすることが目的で
ある。 

  又、ゼオライトは骨格形成も比較的均質であり、金属が担体から受ける電子的な影響
を均質にすることが期待できる。 

電気泳動法 ・溶液中で電位差により高分子やコロイド粒子が移動する現象を利用した方法。 
 
・装置が簡単でプロセスが単純なため、長さが制御できるＣＮＴの作成を低コストででき
る。 

 

２．大学/公的研究機関・民間企業の開発動向 
   
１）大学・公的研究機関 
（１）日本 
大学/公的研究機関

名 
別 研究概要 連携状況 

部署名 Ｃ
Ｎ
Ｔ 

グ
ラ
フ
ェ
ン 

フ
ラ
ー
レ
ン 

研究者名 

北海道大学 ● ●  ・CNTやグラフェン等のナノカーボン
を用いた、情報通信用回路・デバイ
スの研究 

 ⇒グラフェンFETのデバイス構造 
・CNTやグラフェン等のナノカーボン
を用いた、テラヘルツデバイスや電
磁材料の開発 

・ナノチューブを単分散した複合材料
と応用 

・東北大学 
・地球環境
科学院 

量子集積エレクト
ロニクス研究セン
ター 量子マルチ
システム研究分野  
佐野栄一 特任教
授 

北海道大学 ● ●  ・CNTの単分散・精密配向及び産業応
用に関する基礎研究 

 ⇒静電的な引力を利用したCNTの分
散技術の開発 

 
創製研究機構 流
動研究部門 
ナノテクノロジ
ー・材料系 
古月文志 教授 
北海道大学 ●   ・カーボンナノ構造における動的電子

相関と光学応答 
・CNTにおける電子状態制御と量子輸
送現象の理論 
・CNTにおける量子輸送現象 

 
大学院・工学研究科 
物性物理工学研究
科 
鈴浦秀勝 准教授 
北海道大学 ● ●  ・酸化グラフェンの生体応用：象牙質

表面のコーティング技術の開発 
・三菱ガス
化学 大学病院 歯周・歯

内療法科 
宮治裕史 講師 ・CNTネット：CNTネットでコーティ ・北海道大



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．生産能力・市場規模：Ｗ/Ｗベース 
 
 １）ＣＮＴ市場 
   

①各社の生産能力（2017年ベース） 
                                              （単位：ｔ/年） 

       別 
参入メーカ 

単層 ｼｪｱ 
(%) 

複層 ｼｪｱ 
(%) 

合計 ｼｪｱ 
(%) 

CNano Technology(米) － 1000 19.9 1000 19.7 
ShenZhen SUSN Sinotech 
New Materials (中国) 

－ 600 11.9 600 11.8 

SuperC Technologies － 500  500  
Nanocyl(ベルギー) － 400 7.9 400 7.9 
Arkema(仏) － 400 7.9 400 7.9 
LG化学(韓国) － 400 7.9 400 7.9 
Covestro(独) － 300 6.0 300 5.9 
昭和電工 － 200 4.0 200 3.9 

Timesnano(中国) － 200 4.0 200 3.9 

*Shenzen Nano Tech Port(中
国) 

2 6.5 198 3.9 200 3.9 

JEIO(韓国) － 100 2.0 100 2.0 

Kumho(韓国) － 80 1.6 80 1.6 

*Hanwha Chemical(韓国) 1 3.2 49 1.0 50 1.0 

*HYOSUNG(韓国) 1 3.2 39 0.8 40 0.8 

Hyperion(米) － 40 0.8 40 0.8 

*CHASM Advanced 
Materials(米) 

1 3.2 28 0.6 29 0.6 

 

②各社の販売販売実績（2017年ベース） 
 

（単位：ｔ，億円/年） 
       別 

 

参入メーカ 

単層 複層 合計 

数量 ｼｪｱ 

(%) 

金額 ｼｪｱ 

(%) 

数量 ｼｪｱ 

(%) 

金額 ｼｪｱ(%) 数量 ｼｪｱ 

(%) 

金額 ｼｪｱ 

(%) 

*CNano Technology(米) － 500 27.8 55 16.9 500 27.6 55 13.0 

Nanocyl(ベルギー) － 300 16.7 75 23.1 300 16.6 75 17.7 

Covestro(独) － 260 14.4 65 20.0 260 14.4 65 15.3 

昭和電工 － 200 11.1 50 15.4 200 11.0 50 11.8 

Hyperion(米) － 40 2.2 10 3.1 40 2.2 10 2.4 

OCiAL(ルクセンブルグ) 5 45.5 22 22.2 － 5 0.3 22 5.2 

*日本ゼオン 3 27.3 45 45.5 － 3 0.2 45 10.6 

名城ナノカーボン 0.004 0.4 1 1.0 － 0.004 △ 1 0.2 

大陽日酸 － △(微量) △ △(微量) △ △(微量) △ △(微量) △ 

KH Chemicals(韓国) 0.6 5.5 9 9.1 － 0.6 0.03 9 2.1 

 

＜LIBにおける導電助剤及びナノカーボンの採用動向＞ 
 

摘要 正極材 負極材 
ナノカーボン添加率 2%前後 ・カーボン系：1～3％ 

・シリコン系：5～6％ 
対象ナノカーボン ＜現状＞ 

・多層ＣＮＴ 
 
＜今後＞ 
・多層ＣＮＴ 
・グラフェン 

＜現状＞ 
・多層ＣＮＴ 
 
＜今後＞ 
・多層ＣＮＴ 
・グラフェン 
・単層ＣＮＴ 
・カーボンナノホーン 
・フラーレン 

既存のカーボンブラック使用量に対す
る、現状の多層ナノカーボンの使用量 

1/2 1/2 

導電助剤自体の現状の採用比率 100％ 70～80％ 
導電助剤における
CNTの採用比率 

2017年 7～8％ 2～3％ 
2022年予測(5年後) 100％ 100％ 
2027 年予測(10 年

後) 
100％ 100％ 

ナノカーボンの需
要量予測(t/年) 

2017年 900 100 
2022年予測(5年後) 14000 20000 
2027 年予測(10 年

後) 
45000 50000 

   
 

２）販売・開発動向 
 
 (1)多層ＣＮＴメーカ・輸入商社 

  
昭和電工㈱ ・販売実績は「170ｔ・43億円/2015年⇒200ｔ・50億円/2016年⇒200ｔ・50億円/2017年」 

 ※）金額は、弊社推定 
 
・生産能力は、現在「200ｔ/年」(2015年に、20ｔ/年から拡大)。 
 
・現在、販売用途はリチウム2次電池(LIB)にターゲットを絞って販売している。 
⇒正極材料又は負極材料の、導電助剤用途である。 
販売量としては、正極材料の比率の方が多少多い。 

 
・価格は「20000～30000円/㎏(＝20～30円/g) 
 
・販売は、中国メーカの比率が、日本メーカよりやや高い。    
 
・現状、CNT市場の殆どは、LIB用途である。 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ナノカーボン実用化/応用商品化動向 
 
１）応用用途別・実用化/商品化のフェーズ動向 

 
＜凡例＞ 
・  の用途は、詳細調査を実施。 

    ・対象ナノカーボン：Ｔ(カーボンナノチューブ)，Ｇ(グラフェン)，Ｆ(フラーレン)  ◎は主要なナノカーボンを示す 

    ・フェーズ：商品(商品化段階の用途)，実用(実用化初期段階の用途)，見込(近未来実用化見込段階：今後3～5年以内で実用化が見込め

る用途)，研究(研究開発段階の用途) 

 
分野・用途 

 

対象ナノカーボン フェーズ 備考 

Ｔ Ｇ Ｆ その他 商品 実用 見込 研究 

電気・電子 2次電池 LIB用導電助剤 

(正極材料) 

● ●   T:●   G:●  

LIB用導電助剤 

(負極材用) 

◎ ● ●  T:◎   G,F: 

● 

有機ＥＬ素子 有機EL材料   ●     ●  

発光素子 ●       ●  

ＦＥＤ(電界放出型デ

バイス) 

電子放出源 ●       ●  

電界放出電子源 エミッター・電界放出

陰極 

●       ●  

Ｘ線発生装置 Ｘ線発生源 ●       ● Ｘイン-ﾚｲ・ｼｽﾃ

ﾑｽ゙ (米) 

原子間顕微鏡  探針(ナノプローブ) ●    ●     

ナノピンセット ●       ●  

モータ・ベアリング ●  ●     ● ・静電気モータ 

・リニアモータ/

リニア振動子 

ＩＣ・ＬＳＩ ＬＳＩ配線・微細配線

(大電流配線)/ 

低消費電力ＬＳＩ 

● ●      ● ･多層CNT 

･多層ｸ゙ ﾗﾌｪﾝ膜 

ｼﾘｺﾝ代替半導体回路 ●       ●  

ﾊ゚ ﾜー 半導体用放熱体 ●       ●  

トランジスタ 薄膜トランジスタ

(TFT) 

◎ ●      ●  

単一電子ﾄﾗﾝｼ゙ ｽﾀ ●       ●  

パワー半導体 基板  ●      ●  

不揮発性メモリー ●     ●   Nantero社(米) 

 

 
 
１ 

用途  対象ナノカーボン  フェーズ 
2次電池 Ｔ Ｇ Ｆ その他 商品 実用 見込 研究 

ＬＩＢ用導電助剤(正極材用) ● ●   T:●   G:● 
 

使用するナノカーボ
ンの形態 

・ＣＮＴ(多層CNT主体)] 
・グラフェン 

ナノカーボンの使用
機能 

・電気伝導性 

使用目的/方法 [ＣＮＴ(多層CNT主体)]  
・電池の大型化への対応 
・高容量化：電極活物質が充放電の際に起こす体積変化のために劣化する容量の改善 
・電気伝導性の補強による受放電スピードの改善 
・早い電解液の補充に伴う生産性の改善 
  
[グラフェン]  
・高容量化 
・電気伝導性の向上 

ナノカーボン単位使
用量(添加率：Wt％) 

・2％前後 
※）・カーボンブラックの使用量の1/2程度になる。 

・今後は、ナノカーボン＋カーボンブラックと併せて添加するケースも考えられ
る。 

競合素材動向 ・カーボンブラック  
 ⇒LIBの正極には、導電助剤が100％使用されている。 
 ⇒CNTの採用比率は、全体の7～8％程度 

ナノカーボンのコス
ト 

[多層ＣＮＴ] 
・粉体：20～30円/ｇ(昭和電工) 
・粉体：10～26円/ｇ(CNano/丸紅情報システム) 
・導電性ペースト：20～30円/g(CNT含有率：5w%) 

 

 
 
５ 

用途  対象ナノカーボン  フェーズ 
色素増感太陽電池 Ｔ Ｇ Ｆ その他 商品 実用 見込 研究 
対向電極(正極) ◎ ●      ● 

 
使用するナノカーボ
ンの形態 

◎ＣＮＴ(単層/多層) 
・グラフェン 

ナノカーボンの使用
機能 

・高い触媒作用（ヨウ素化イオンの還元に対する高い触媒作用がある） 
・高導電性 
・高表面積 
・電気化学的安定性 

使用目的/方法 ・*対極には、通常使用される白金が使用されているが「水分存在下でのヨウ素化イオンに対する耐
久性」「コスト」の面において課題となっている。 
⇒他のカーボン材料(硬質カーボン小球，多孔質カーボン，メソ孔カーボン，カーボン粉末)と比
べて、「高い導電性・高表面積」等の特長から、有望材料と考えられている。 

 ナノカーボンを使用することにより、変換効率も高まるとされる。 
 
*）色素太陽電池は、「作用極・電界液・対極」で構成される。 
作用極は「酸化チタン＋ナノ粒子」で構成される。対極は「ヨウ素化イオン/三ヨウ素化物イ


